平成１９年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（代表質問通告順）①
	通 告
月 日
	２・２２
	通  告  者  名
	信政会代表　坂　本　松次郎

	
	
	質問の種別
	代表質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　新年度施政方針と予算案について
　　地方分権の時代が到来し、その裏づけとなるはずの税源移譲が迷走する中、現在の自治体は厳しい財政運営を迫られています。

　　このような状況の中で、効率的・効果的な財政運営と共に、自主性・主体性のある予算編成が自治体に求められております。

　　そこで伺います。

　(１)　新年度の予算編成において、特に留意した点について。
　(２)　税源移譲が、新年度の予算編成にどのような影響を及ぼしているのか。
　(３)　地方財政計画、国の方針、本市の近年の財政状況などを踏まえ、どのような考えのもと、本市の新年度予算を編成されたのか。
　(４)　新年度の財源が総合計画（実施計画）にどのような影響を及ぼしているのか。また、市長の施政方針との整合性について。

　(５)　新年度の重点施策はどのような考えのもとに策定され、それが実行されるのか。

　(６)　「頑張る地方応援プログラム」のプロジェクトの認識と活性化策による交付税の上乗せについての考え。

　(７)　三位一体改革が及ぼした地方交付税の配分と予算編成について。また、指定管理者制度がスタートしたが予算配分の概要について。


平成１９年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（代表質問通告順）②
	通 告
月 日
	２・２２
	通  告  者  名
	新風会代表　滝　下　充　生

	
	
	質問の種別
	代表質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式


	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　施政方針と予算案について
　　施政方針と予算案大綱の中で、「新たな挑戦の10年」の出発点として、成長力・競争力の強化、財政健全化、安全・安心の確保と、柔軟で多様な社会の実現が優先課題となっているとし、「まちづくりは人づくり」を施策の柱として、個性と賑わいのある地域づくりに取り組まれるが、以下の点について伺います。
(１)　時代の変化と市民の要請に対応した施策として、賑わいのある地域づくりと無錫市（中国）との友好提携などの取り組みについて
　　①　国の予算と連動した財政健全化への取り組みの中でのまちづくりは。

(２)　新型交付税の概要と普通交付税と特別交付税の見込みについて
　　①　新型交付税は、人口と面積で算定されるが、その見込みは。

　　②　交付税が大幅に減額となるがその見込みは。

(３)　普通建設事業の旧豊川市、旧一宮町の配分状況について
(４)　小坂井町との合併問題に関する本市の認識について


平成１９年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（代表質問通告順）③

	通 告

月 日
	２・２３
	通  告  者  名
	豊清会代表　鈴　木　義　章

	
	
	質問の種別
	代表質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　平成１９年度施政方針並びに予算案について
国の基本方針や地方財政計画により、地方は国の財政健全化への取り組みに対応し、さらなる歳出改革と財政健全化への取り組みを迫られております。

このような中、市長は、本市が新たな成長基盤を確立していくためには「自ら考え、自ら行動する自立した自治体」となることが必要と述べられております。

そこで、以下の点について伺う。

　(１)　地方歳出改革を迫られる中、予算大綱で述べられている安全・安心などの重点施策への取り組みについて

　(２)　基本方針や地方財政計画などにより歳出削減への厳しい取り組みを迫られている中での新年度予算編成ではあるが、本市の財政健全化への取り組みについて


平成１９年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（代表質問通告順）④
	通 告

月 日
	２・２７
	通  告  者  名
	日本共産党豊川市議団代表　佐　藤　郁　恵

	
	
	質問の種別
	代表質問及び一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　　　　言　　　　　　　　　の　　　　　　　　　要　　　　　　　　　旨
	１　平成19年度施政方針、予算大綱にかかわって

　　平成19年度予算において、貧困と格差を打開し、市民のくらしを守る施策を展開することが重要と思う。

　　また、地域の活性化についても、大企業誘致や公共事業に過度に依拠せず、住民の生活が豊かになるような地域の発展を基礎においた活性化が求められると思う。

　　そこで、以下の点からお考えを伺う。

　(１)　本市における貧困化と格差社会の広がりの認識について、また、ワーキングプア、年収200万円以下の労働者の近年の状況と背景について

　(２)　所得の再配分によって、貧困を減らすはずの「税・社会保障制度」が、ほとんど機能してないと思われる。平成19年度には、定率減税の全廃による大幅な負担増、高齢者の住民税負担増がさらに引き上がり、国保料なども影響を受ける。

　　　　どのように認識するのか。

　(３)　国保料が高くて払えず、必要な医療が受けられないという事態があってはならない。資格証明書の発行状況と、国保会計への市費繰り入れ状況の推移、基金の推移などの状況について

　(４)　子育て支援策について

　　　①　国際的な子育て世代の貧困率の高さの認識について

　　　②　本市の保育料、学童保育料の県下の位置、また、行革推進計画の保育料値上げ方針による県下の位置

　　　③　平成19年度保育料の前年度の住民税の影響緩和の考え

　　　④　第５次総合計画見直し時に、児童館建設を盛り込むお考えは

　(５)　企業用地開発、誘致企業補助金問題、超過課税の考え

　　　①　なぜ今、企業用地開発か、国・県施策との関係について

　　　②　県企業庁の内陸用地造成の分譲状況についての認識と、大木小牧地区の場合の分譲見通しについて

　　　③　誘致企業の雇用形態の現状について
　　　④　誘致企業補助金の現状と25haを分譲した場合の補助額

　　　⑤　企業への超過課税の県下の状況と、本市が実施した場合の税収増額の概算

　(６)　定数適正化計画にかかわる問題点について

　　　①　総合支所の職員削減と配置の考え方について

　　　②　水道徴収業務の民間委託で、強制的な徴収の問題は起こらないのか

　　　③　保育所など、子どもの発達にかかわる職員適正化の方針があるのか、保育の質は確保されるのか

２　市民要望の強い国府駅前広場への多目的トイレ設置の検討状況について


平成１９年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）①
	通 告
月 日
	２・１６
	通  告  者  名
	大　野　良　彦

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　新市民病院について

　昨年６月、新市民病院建設の候補地が諏訪地区一本に絞り込まれました。市民は、いつ、どのような病院ができるのかに大きな関心を持っています。

　現状での新市民病院建設に向けたスケジュールについて伺います。

　次に、新市民病院建設を契機として、現在の豊川市民病院を将来に向けて、どのような病院としていくお考えか、伺います。

　３番目に、病床数について伺います。

　　はじめに、豊川宝飯診療圏における病床数の現状とその考え方について伺います。

　　次に、現在の豊川市民病院の平均在院日数や病床利用率の推移について伺います。

　　そして、これらを踏まえた上で、新市民病院の増床について伺います。


平成１９年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）②
	通 告
月 日
	２・１６
	通  告  者  名
	永　井　信　義

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　今後の学校教育の推進について

　　昨年末、教育基本法が改正され、また本年１月24日には、教育再生会議の第１次報告があり、国では教育の再生が内閣の最重要課題と位置づけられている。

　　いじめや子どもの自殺をはじめ、教育をめぐる様々な課題が生じている中、本市の学校教育をどのように進めていくのかについて、次の点を伺う。

(１)　学校教育に取り組む本市の基本姿勢について

(２)　児童生徒等の現状と課題について

２　学校給食費滞納問題について

　　文部科学省の全国調査結果では、平成17年度の学校給食費の滞納総額は、22億円余りと報道された。本市の現状と対応について伺う。


平成１９年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）③

	通 告

月 日
	２・１６
	通  告  者  名
	野　中　泰　志

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　　言　　　　　　　の　　　　　　　要　　　　　　　旨
	１　宝飯郡３町との合併問題及び合併が進む中での豊川宝飯衛生組合のあり方について

　　本市と宝飯郡４町との合併は、平成16年２月に行われた豊川宝飯合併協議会の合併の是非に関する住民意識調査の結果、一度は破談し、合併には至りませんでした。

　　しかし、同年10月に構成市町のひとつ、一宮町から合併協議会設置の申し入れがあり、一宮町における合併の賛否を問う住民投票を経て、18年２月に一宮町は豊川市に編入合併しました。

　　そして、それ以後、残った３町について、音羽町からは平成18年３月に合併協議の申し入れがあり、19年１月には「豊川市・音羽町合併研究会報告書」もまとまっています。

　　御津町についても、18年10月に編入合併での合併協議の申し入れがされ、先月には住民請求で出された「合併についての意思を問う住民投票条例の制定」が御津町議会で否決され、町長、議会ともに合併推進を鮮明に打ち出しました。

　　残る小坂井町についても、「合併協議の申し入れをすることの賛否に関する住民意識調査」が行われます。

　　このように宝飯郡の３町から、個別に合併に向けての動きがあり、対音羽町のように合併研究会の報告書がまとまったところもあれば、研究会の設置すら終わってないところもあります。

　　また、昨年12月に策定された愛知県市町村合併推進構想の中で、構想対象市町村の組み合わせは、「豊川市、音羽町及び御津町」であり、小坂井町は引き続き、合併を検討すべき市町村となっています。このように、合併に向けての準備状況や県の位置づけが異なっています。

また、合併が進む中、１市３町で構成される豊川宝飯衛生組合についても、そのあり方が問われます。

そこで、本市の合併に関して、次の３点について伺います。

　(１)　３町に対する本市の合併のスタンスについて

　(２)　今後の合併スケジュールについて

　(３)　合併により、構成市町の枠組みが変わっていく豊川宝飯衛生組合のあり方について


平成１９年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）④

	通 告

月 日
	２・１９
	通  告  者  名
	小　林　琢　生

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　新産業拠点地区の開発について

第５次豊川市総合計画で、一宮地区の新産業拠点区域に「にぎわいのゾーン」が設定された。このゾーンは、未利用地を有効活用し、企業進出適地を確保することで、新たな優良企業の誘致や市街地内に分散する中小企業などの移転・集団化を積極的に進め、工業施設の集積を促進する場所とされている。また、工業振興の将来目標を実現する手段として、工業用地の確保、企業立地の適地調査、企業団地の調査などが挙げられている。
不交付団体となった豊川市としては、今後、都市間競争をする中で、いかにして増収を目指すかが大きな問題となります。新しい企業が集まり、生産が増えれば、自ら税収が増えます。しかし、本市における工業事業者数及び製造品出荷額は平成10年を境に減少傾向にあります。その中で、５次総合計画の10年目には、現状から約5％の伸びを計画していることは、これから、事業者、出荷額共に大幅な増を目指さなくてはならない。そのためにも、企業団地開発は欠かせないものになっている。

本年１月29日、新産業拠点区域に企業誘致の為の開発構想が発表された。大木町内約40haの区域に約25haの企業用地を確保する計画です。一宮地区にとっては、合併以前から開発に向けての計画があり、地元からもいろいろな意見がある中での発表である。開発に伴い周囲の環境の変化や住環境が気になるところであるが、すでに地元住民、地権者への説明を実施したとのことである。この工業用地開発計画について伺います。
（１）工業用地の開発の目的と、この地区を選定した理由について

（２）地元住民や地権者への説明内容について

（３）企業立地推進室の体制と業務内容について


平成１９年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）⑤

	通 告

月 日
	２・２０
	通  告  者  名
	米　谷　俊　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　　　言　　　　　　　　の　　　　　　　　要　　　　　　　　旨
	１　市営住宅と住宅問題について

本市の市営住宅の建設計画では、市営住宅の増設はないと伺っています。

けれども市営住宅の申込者は増加しており、入居待ちの方が多くお見えになるとお聞きしています。高齢者世帯、身障者の福祉枠もありません。緊急に住む場所を必要とする、ショート的なシェルターもありません。

核家族、地域のつながりの希薄が進む中で、保証人制度の在り方も考えなければならないのではないでしょうか。また、生活保護を受けられない、しかも市営住宅にも入居できない方たちの住居問題等で、民間賃貸住宅の活用も考えられます。

そこで、次の６点についてお伺いします。

(１)　市営住宅の入居状況について

(２)　高齢者・障害者（福祉枠）の市営住宅入居の考え方について

(３)　緊急に住む場所が必要な人のためのショート的なシェルターについて

(４)　市営住宅の保証人制度について

(５)　生活困窮者（生活保護をうけられない方）の住宅問題について

(６)　民間賃貸住宅の活用を本市はどのように考えているかについてお伺いします。

２　豊川駅東土地区画整理事業についてと区画整理が進む中での観光整備について

豊川駅東区画整理事業が、平成７年からスタート、平成11年から工事を着手して、近年は、整備された道路、新しい家並みが見えてまいりました。

そこで、駅東土地区画整理の進捗状況、駅東区画整理と並行して周辺道路整備について、また豊川駅前広場、三明寺周辺整備の状況と整備見通し、それから、豊川駅東区画整理事業の中で、ソフト面として、豊川駅から近い三明公園、重要文化財としての三明寺、豊川稲荷等駅西を含めた回遊できる観光振興の現状とビジョンについて６点お伺いします。

　(１)　豊川駅東土地区画整理事業の進捗状況について

　(２)　都市計画道、姫街道と古宿樽井線の整備状況と今後の見通しについて

(３)　土地区画整理地区境沿い市道（しどう）・坂下市道（さかしたいちみち）線の当面の整備と今後の見通しについて

(４)　土地区画整理事業施行に伴う精算金の考え方について

(５)　今後、事業を進める中での財源の確保について

(６)　豊川駅前広場・三明寺周辺整備の現況と今後の見通しと三明寺周辺の整備に伴う、三明公園整備と観光振興の現状とビジョンについてお伺いします。


平成１９年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）⑥
	通 告
月 日
	２・２２
	通  告  者  名
	牧　田　千枝子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　県営東三河ふるさと公園について

　　ふるさと公園は、豊川市と御津町にまたがる遠見山・新宮山及びその周辺のもつ良好な自然環境を生かしつつ、東三河の地域性が感じられるよう地域の自然要素や歴史性を風景として表現し、地域の核となる県営公園として位置づけられた公園ということです。

　　18年３月、ふるさと公園は一部供用が開始され、１年が経過します。

　　そこで、伺います。

　(１)　１年間の利用状況について

　(２)　開園以降の問題点と今後の対応策について

　(３)　歩行者に対する誘導案内の対応について

　(４)　広い公園のため、ランドトレインを走らせるという必要性の認識について以前に答弁をいただいたが、その後の状況について


平成１９年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）⑦
	通 告
月 日
	２・２２
	通  告  者  名
	安　間　寛　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　言　　　　　の　　　　　要　　　　　旨
	１　工業用地開発と企業誘致について

　　企業誘致が新年度予算の主要事業に挙げられているが、大木町小牧の工業用地開発の地元説明会もされ、具体化がされている。

　　以下、伺う。

　(１)　事業費及び用地買収について

　(２)　事業の見通しと雇用創出など企業誘致の効果について

　(３)　環境への影響と調査について

２　保育料見直し問題と保育の充実について

　(１)　本市の保育料水準に対する認識及び、行政改革推進計画における2009年度からの保育料の値上げについて考えを伺う。

　(２)　民間保育園への県の補助金のカットに対する市の対応について伺う。

　(３)　保育予算の拡充と市立保育園における正規職員増についての考えを伺う。

３　市民病院における通訳体制について

　　豊川市民病院における通訳体制の整備について、考えを伺う。

４　巡回バスについて

　　巡回バスの実施など、公共交通機関の検討内容について伺う。


平成１９年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）⑧
	通 告
月 日
	２・２２
	通  告  者  名
	川　上　陽　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　学校給食について

　　学校給食の普及率はめざましく、2004年全国平均、小学校98.9パーセント、中学校71.4パーセントとなった。

本市では、経済性、効率性等の諸問題を考え、老朽化した学校給食共同調理場を、新学校給食センターとして建設を計画、検討していると伺っている。また、暖かいものは暖かく、冷たいものは冷たく、献立工夫、地産地消も考慮に入れられ提供されていると伺っているが、給食費の未納もまた、年々増加傾向にあるという現状です。

そこで、次の点について伺います。

　(１)　新学校給食センター建設の進捗状況について

　(２)　学校給食の公会計移行について

　(３)　学校給食費にかかる学校側の負担軽減について
２　学校施設整備について

　　子どもが外で遊ばなくなった理由のひとつに遊具の問題があるといわれている。

学校に設置されている遊具も老朽化が目立ち、使用禁止の張り紙が張られているのを見かける。また、校内施設においても老朽化が目立ち、床の傷み、プールサイドの陥没、トイレ、手洗い場、教室の照明等事故防止、健康管理面からも早急なる対応が望まれる。

そこで、次の点について伺います。

(１)　事故防止、安全点検、改善についての現状と認識について

(２)　本市の施設修繕にかかる予算の状況について


平成１９年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）⑨
	通 告
月 日
	２・２２
	通  告  者  名
	中　村　直　巳

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　豊川駅東土地区画整理事業について

平成11年の事業着工以来、８年が過ぎようとしている。そんな中、当該地元住民はもとより、豊川駅東を取り巻く周辺住民にも、ようやく区画整理事業の形が見えてきたことにより「どんな街になるのだろう」と言う関心が高まってきたように思われる。それは「関心」から「期待」へと変わっていくのを私は感じる。

中でも、幹線道路、特に「豊川牧野線・三明線の整備」については、波及効果も大きいため地域住民の関心は高い。また、今後の整備いかんでは、観光事業の目玉になるであろう「三明公園」の整備計画も急がれる。

そこでまず、豊川駅東土地区画整理事業の進捗状況を伺う。


平成１９年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）⑩

	通 告
月 日
	２・２３
	通  告  者  名
	井　上　和　也

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　　　言　　　　　　　　の　　　　　　　　要　　　　　　　　旨
	１　本市の農業問題について

　　愛知県は、自動車や機械などの製造業がさかんで、製造品出荷額は昭和52年以降全国第一位でありますが、全国有数の農業県でもあります。

　　平成16年の統計によりますと、農業産出額は全国第５位になっており、花などの花きは、昭和37年以降全国第一位を占め、野菜は第４位となっております。農業産出額は、田原市、豊橋市に続いて豊川市が第３位となっており、東三河が上位を占めております。

　　しかしながら、農業においても、農業従事者は半数近くが60歳以上で占められ、高齢化が進んでおります。さらにまた、農業担い手の減少により、遊休地が増加してきております。

　　そこで、本市農業の今後の課題として、以下のことを伺います。

　(１)　遊休農地の実態調査結果とこれへの対策について

　(２)　有害鳥獣による被害によって遊休農地化が進んでいるとも見受けられるが、サルなどを中心とした、有害鳥獣対策について

　(３)　東京都練馬区では、農業体験農園という形態で、市民が農業に親しむ機会を設け、大変好評であると聞いている。本市の遊休農地解決策になると思うが、どのように考えているか

２　合併後の一宮地区の状況について

　　総務省がまとめた、平成19年３月31日時点の官報告示ペースでの全国市町村数は、1,804で、平成11年３月31日時点にあった、3,232市町村数に比べ、44.2％の減少率となっております。

　　このような状況下で、本市を取り巻く宝飯郡３町の合併に向けた動きも活発化してきております。

　　本市と旧一宮町との合併では、市長みずから地域での説明会に出席する中で、１市４町の住民意識調査では、1,058票もの反対票が上回っておりましたが、今回の住民投票では１市４町の票差を逆転し、20票という僅差ではありましたが、合併賛成となったことは記憶に新しいところであります。

　　合併１年を迎えて順調に新市の一体化に向けて努力されていると思っておりますが、編入合併となった一宮地区の状況について、どのようになっているか、いかのことを伺います。

　(１)　合併時の約束等は守られているか

　(２)　地域審議会の開催状況について

　(３)　一宮地区の新市一体化の取り組みについて


平成１９年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）⑪
	通 告
月 日
	２・２３
	通  告  者  名
	高　橋　智　之

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　　　　言　　　　　　　　　の　　　　　　　　　要　　　　　　　　　旨
	１　「第５次総合計画」と「実施計画」並びに「マスタープラン（報告書）」について

　(１)　「第５次総合計画」がスタートし１年が経ち、先ほど19年から21年の３ヵ年の「実施計画」が示された。
　　　　そこで、「市民満足度調査」から、満足度が低い、いわゆる図表でいうＣゾーンの中からいくつかを拾い出し、①この調査項目とした理由と、その項目から市民は何を不満と感じているか、すなわち、当局の認識について、そしてその分析を踏まえ、②この一年間の事業実施状況と、さらに、③今後３ヵ年の「実施計画」での位置づけと市民満足度の改善方策について伺う。

　　　Ａ　歩行者にとっての道路の安全

　　　Ｂ　防犯対策

　　　Ｃ　防災対策

　　　Ｄ　地球環境の保全

　　　Ｅ　健全な財政運営

　　　　特に、健全な財政運営については１問目では「実施計画」を中心に確認し、２問目以降では今後本市の財政に及ぼす影響が大変大きい「市民病院施設整備マスタープラン報告書」並びに「整備検討報告書」も含め確認する。

　(２)　市長は去る１月５日の新年記者懇談会で「現在、除草した草、庭木や沿道の樹木の枝などを可燃ごみとして焼却している。減量化による処理経費削減と堆肥の提供の「一石二鳥」をねらって市北部に草木を保管し、裁断などを含めた堆肥化施設を建設する。本市と宝飯３町で少なくとも年間約二千トン以上の草木ごみが持ち込まれている。可燃ごみの５％近くを占め資源化が課題であった。」と記してあった。

　　　そこで、１月30日には生活文教委員会に「ごみ処理基本計画(案)」が示された。それによると現在、減量化目標が達成できないため、その対策として「草木類」の資源化を図るとし、その規模は一日８トンの破砕、堆肥化を図るとあった。さらに実施スケジュールを見ると、平成２１年頃より事業が開始され、１千tあまりを処理し、平成27年には２千トンを処理する計画とされている。
さらに、２月６日には、来年度から３ヵ年の「実施計画」が示され、この「実施計画」を見ると、「ごみ減量化の推進」に、平成19年度より「剪定枝、刈り草の堆肥化を図る施設の整備」として20万円が予算化され、それ以降の予算は無の状況である。どういう状況なのか詳細を伺う。


平成１９年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）⑫
	通 告
月 日
	２・２３
	通  告  者  名
	今　泉　淳　乙

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　言　　　　　の　　　　　要　　　　　旨
	１　合併について

　(１)　平成18年２月１日、豊川市に旧一宮町が編入合併され、新豊川市としてスタートがなされ、はや１年が経過しました。新市の一体化、格差の是正等、全力で取り組まれたことと思います。

　　　　そこで、次のことを伺います。

　　　①　合併の効果

　　　②　今後の課題

　(２)　音羽町に始まり、御津町・小坂井町、宝飯３町のことが、連日、新聞紙上を賑わしています。18日の小坂井町住民意識調査では、賛成票が反対票を大きく上回り、これで３町の足並みもそろい、そこで新たなる合併について伺います。

　　　①　宝飯３町の本市へのアプローチ状況

　　　②　旧一宮町との合併には、特例債があったが３町との今後の合併メリット

　　　　（本市）はあるのか。

　　　③　本市の今後の３町合併について


平成１９年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）⑬
	通 告
月 日
	２・２３
	通  告  者  名
	美　馬　ゆきえ

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　一宮大木土地区画整理事業及び国道151号一宮バイパスについて

　　合併後、一年が経過し、一宮大木土地区画整理事業については、雨水排水計画など様々な課題がある中、事業着手に向け、準備・検討がされてきたと思うが、現在の進捗状況を伺う。

　　また、一宮大木土地区画整理事業と大きく関連する国道151号一宮バイパスについては、旧一宮町においても、建設促進期成同盟会として早期着工を求め、国・県への働きかけなど、精一杯の努力を重ねてきた。今年に入り、１月には新たな建設期成同盟会が設立され、今後、さらなる取り組みに期待を持つが、一宮バイパスの事業に関しても、現在の状況を伺う。

２　市長の住民及び職員直接対話について

　　すべての市民にとって、市役所とか市長は、ごく身近な存在であるべきと考える。

　　市政に対する関心や理解を深めていただくため、ごく一般の市民が市役所を訪れ、市長と直接対話できることは、実に有効なことであると思う。

　　現在、豊川市では市長と市民との対話の場を、どのように設けているのか伺う。

　　また、職員に対してはどうか。


平成１９年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）⑭
	通 告
月 日
	２・２３
	通  告  者  名
	西　川　米　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　障害児を取り巻く環境について

　　現在、豊川市で行われている障害児施策の現状と、今後の取り組みについて伺います。

　(１)　現在、障害をお持ちのお子様の数と、障害児保育の児童数の推移について

　(２)　本市の体験保育の状況及び、近隣市町の状況について

　(３)　障害判定の重度の子どもの受入れについての本市の考え方

　(４)　障害児指定園及び加配保育士について

　(５)　児童デイサービス（ひまわり園）の通園の現状について

　(６)　児童デイサービス（ひまわり園）の指定管理者導入後のサービスについて
２　新市民病院問題について

　　市民病院建設問題は、諏訪地区を建設予定地としたことが新聞報道されて以来、地元住民はもちろんのこと、多くの市民が関心を寄せております。

　　諏訪地区は、今後大きく変化をすることが想定されますが、どのような都市景観が想定されるのか、また、市民病院の抱える問題について伺います。

　(１)　現在の進捗状況、今後の取り組みについて

　(２)　地域急性期病院としての取り組みについて

　(３)　地元対策について

　(４)　昨年11月から行っている調査はどのようなものか

　(５)　病院建設に関しての設計及び、建設の入札の方法はどのようにお考えか

　(６)　基本構想策定についてのお考え


平成１９年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）⑮
	通 告
月 日
	２・２３
	通  告  者  名
	藤　原　宏　樹

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　多文化共生社会について

　　本市には、多くのブラジル人やペルー人の日系の方々が住み、日常生活や学校生活で行政が支援する場面がふえております。

　　今後は、アジア各国の人々が本市に住むことも考えられ、多文化共生社会への対応が必要になってくると考えられます。

　　そこで、次のことを伺います。

　(１)　近年の外国人の人口状況

　(２)　外国人と共に生活していく中で、どのような問題点が挙がっているのか

　(３)　その問題点に対する改善策は

２　姉妹都市について

　　現在、豊川市はキュパティーノ市やトリード市と交流があり、キュパティーノ市については、平成20年度には30周年を迎えます。姉妹都市に対しての機運も高まりつつあります。

　　そこで、次のことを伺います。

　(１)　キュパティーノ市とのこれまでの経過、現状

　(２)　今後どうしていきたいか、具体的に

　(３)　市長が昨年訪問した中国江蘇省無錫市・万博フレンドシップ相手国のフィリピンのボホール州について、どのような考えか
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